
し
て
い
き
ま
す
。」

　

商
業
科
１
年
Ａ
組　

金
澤 

舞
佳 

さ

ん
（
旭
川
中
出
身
）「
私
は
こ
の
三
年
間

で
多
く
の
資
格
を

取
得
で
き
る
よ
う
、

毎
日
の
授
業
に
積

極
的
に
取
り
組
み

た
い
で
す
。
ま
た
、
部
活
で
は
少
し
で

全
体
に
貢
献
で
き
る
よ
う
練
習
を
頑
張

り
、
文
武
両
道
を
目
指
し
た
い
で
す
。」

　

自
動
車
科
１
年　

佐
々
木 

瑠
哉 

君

（
東
陽
中
出
身
）「
僕
は
将
来
、
自
動
車

整
備
士
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
勉
強
を
し

て
い
ろ
い
ろ
資
格

を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。」

　

機
械
シ
ス
テ
ム
科
１
年　

佐
々
木 

颯

太 

君
（
東
明
中
出
身
）「
将
来
の
進
路

に
向
け
て
た
く
さ
ん
の
資
格
を
取
得
し

た
い
で
す
。
ま
た
、
学
校
行
事
等
で
は

皆
と
協
力
し
な
が

ら
積
極
的
に
参
加

し
て
、
悔
い
の
無

い
３
年
間
を
過
ご

し
た
い
と
思
い
ま
す
。」

旭　実　だ　よ　り ２０２０年 ４月 ２４日４月号

北 海 道 立 正 学 園
旭 川 実 業 高 等 学 校

広報部
TEL(0166)51-1246
旭川実業高校ＨＰ

　

352
名
の
新
入
生
諸
君
、
入
学
お
め
で

と
う
。
諸
君

は
今
日
か
ら

人
生
の
青
春

真
っ
盛
り
の

３
年
間
を
こ

の
学
園
で
旭

実
生
と
し
て
高
校
生
活
の
歩
み
を
始
め

る
の
で
す
。

　
　
　
　

～　

中
略　

～

　

有
意
義
な
３
年
間
を
送
る
た
め
に
も

先
ず
落
ち
着
い
て
目
標
、
目
的
、
希

望
、
意
思
を
固
め
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
信
念
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
く
こ
と
で

す
。
た
だ
漠
然
と
過
ご
し
て
い
て
は
時

は
む
な
し
く
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。
学
園

は
建
学
以
来
「
為
せ
ば
成
る
」「
不
撓
不

屈
」
と
「
思
い
や
り
の
心
」
を
“
旭
実

魂
”と
し
て
、モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
友
情
と
絆
を
育
み
な
が
ら
勉
強
、

部
活
動
、
さ
ら
に
は
資
格
取
得
に
励
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
や
世
界
も
日
本
も
世
界
史

に
残
る
未
曾
有
の
事
態
に
陥
っ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
で

す
。
多
数
の
罹
患
者
や
犠
牲
者
が
出
て

い
ま
す
。
世
界
中
が
全
力
で
研
究
し
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の

治
療
薬
も
ワ
ク
チ
ン
も
発
見
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
感
染
拡
大
を
防
止
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
国
で
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
の
女
性
首
相

メ
ル
ケ
ル
氏
は
３
月
18
日
の
テ
レ
ビ
演

説
で
、
ウ
ィ
ル
ス
の
最
前
線
で
斗
っ
て

い
る
医
師
、
看
護
施
設
、
病
院
な
ど
で

働
く
す
べ
て
の
人
々
に
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
る
と
と
も
に
「
ウ
ィ
ル
ス
の
拡
散

を
受
け
入
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
事
態

は
深
刻
で
す
。
第
２
次
世
界
大
戦
以
来

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
一
致
団
結
を
要
す
る

挑
戦
は
な
か
っ
た
。」
と
し
て
、
国
民
に

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
世
界
や

人
類
が
こ
の
伝
染
病
に
ど
れ
ほ
ど
脆
弱

で
あ
り
、
予
防
の
た
め
に
協
力
し
合
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め

た
と
言
え
ま
す
。
新
入
生
諸
君
は
21
世

紀
の
世
界
と
日
本
を
担
う
若
者
で
す
。

入
学
の
日
の
こ
の
現
実
を
踏
ま
え
、
学

園
を
踏
み
台
に
大
い
に
研
鑽
し
、
実
り

あ
る
高
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
８
日
（
水
）、
令
和
２
年
度 

第

61
回 

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、

352
名
の
生

徒
が
入
学
し
ま
し
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
「
普
通
科 

進
学
コ
ー
ス
」「
工
業
科
・
商
業
科
」「
普

通
科 

難
関
選
抜
コ
ー
ス
・
特
別
進
学

コ
ー
ス
」
の
分
散
登
校
と
し
ま
し
た
。

堀
水
享
理
事
長
の
告
辞
や
来
賓
祝
辞
を

省
略
す
る
な
ど
時
間
を
大
幅
に
短
縮
し

た
異
例
の
入
学
式
と
な
り
ま
し
た
。

三
年
間
の
抱
負

入
学
式
告
辞

　

普
通
科
１
年
Ｓ
組　

𠮷
田 

可
琳 

さ
ん

（
北
門
中
出
身
）「
将
来
、
看
護
師
に
な

る
夢
を
実
現
す
る
た
め
に
、
学
習
面
は

も
ち
ろ
ん
、
人
と

し
て
成
長
で
き
る

よ
う
難
関
選
抜
の

仲
間
と
切
磋
琢
磨

国公立大学等
 北海道大学 １名
 旭川医科大学 ４
 北海道教育大学 ６
 室蘭工業大学 ４
 北見工業大学 １
 弘前大学 １
 岩手大学 １
 新潟大学 １
 埼玉大学 １
 防衛医科大学校 ２
 防衛大学校 ４
 東京都立大学 １
 青森県立保健大学 １
 愛知県立大学 １
 宮崎公立大学 １
 名桜大学 １
 千歳科学技術大学 １
 釧路公立大学 ４
 名寄市立大学 １

　

今
年
も
就
職
内
定
率
は
17
年
連
続
の

100
％
達
成
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
昨

年
よ
り
も
１
か
月
早
い
１
月
末
ま
で
に

就
職
希
望
者

134
名
全
員
（
自
衛
官
・
公

務
員
含
む
）
が
内
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
務
員
（
国
家
公
務
員
三
種
、

市
役
所
、
北
海
道
警
察
な
ど
）
の
合
格

者
も
６
名
と
大
健
闘
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
大
学
入
試
結
果
が
出

ま
し
た
。今
年
度
は
、北
海
道
大
学
１
名
、

旭
川
医
科
大
学
４
名
や
北
海
道
教
育
大

学
６
名
な
ど
、
国
公
立
大
学
に
37
名
が

合
格
を
果
た
し
、
昨
年
度
と
比
べ
て
４

割
増
と
な
る
大
躍
進
で
し
た
。
さ
ら
に
、

中
央
大
学
、
法
政
大
学
、
大
東
文
化
大

学
・
独
協
大
学
・
東
京
農
業
大
学
・
北

海
学
園
大
学
な
ど
の
多
数
の
私
立
大
学
、

短
期
大
学
に
65
名
が
合
格
、
看
護
を
含

む
専
門
学
校
、
そ
の
他
学
校
に
70
名
合

格
す
る
な
ど
、
す
ば
ら
し
い
進
学
実
績

を
あ
げ
ま
し
た
。

就
職
内
定
率

100
％

堀
水 

享 

理
事
長

　

二
階
堂　

翔
太　

君

　
　
（
普
通
科
難
関
選
抜
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
　
　

緑
が
丘
中
出
身
）

　
「
私
は
今
回
、
志
望
す
る
北
海
道
大
学

医
学
部
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
旭
川
実
業
高
校
で
の
勉
強

が
充
実
し
て
い
た
こ
と
、
少
人
数
制
の

授
業
展
開
が
私
に
合
っ
て
い
た
こ
と
が

非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
こ
の
環
境
を
活
用
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
い
た
だ
い

た
先
生
方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」

国
公
立
大
学

国
公
立
大
学
３７

名名

３７

合
格
合
格


